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地球温暖化によるイネの登熟期の高温ストレス障害が問題視されている。高温登熟を経験した

イネ(Oryza sativa L.)の種子は、発芽遅延を示すため発芽特性の改善が重要課題である。近年、種

子への大気圧誘電体バリア放電（DBD）プラズマ照射が発芽・成長の促進や収穫量の増加を示す

ことを明らかしている[1,2]。ここでは、高温登熟されたイネ種子へのプラズマ照射による発芽特

性の改善について報告する。 

供試試料には、開花後、高温条件（30℃）で生育させたイネ種子を用いた。収穫年は2017年で

ある。収穫後、実験に供するまで-30℃にて保存し、プラズマ照射前に1日間室温下に置いた。そ

の後、スケーラブルDBD電極を用いてプラズマを照射した[1]。放電電極の中心20 mm角の領域に

種子100粒を置き、電極と種子の間のギャップは3㎜とした。放電電圧は7.0 kVpp、周波数は15 kHz

とした。プラズマ照射中の温度上昇を避けるため10秒ONと50秒OFFの間欠放電とし、これを18回

繰返すことで総放電時間を3分間とした。照射時の気温は室温、湿度は40-60%rhとした。 

図１は種子30個、n=5にて得られた発芽曲線である。プラズマ未照射の高温登熟種子(heat-NT)

は吸水開始後72時間で発芽率が32%であるのに対して、プ

ラズマ照射種子は44%まで発芽率が改善している。この時

の、発芽に関与するアブシジン酸代謝酵素遺伝子群では

OsABA8’OH1、α−アミラーゼ遺伝子群ではOsAmy1Cの発現

変動が発芽率変化と対応することを示唆する結果を得た。 
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図１．発芽曲線。蒸留水に浸した

種子 30 粒を 27℃の暗室に置き、

発芽率を評価。試行回数は 5 回。 
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